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[ 懇話会の結果 ]
9 月 30 日に実施した懇話会での意見交換やアンケートで皆様から
いただいたご意見の一部を紹介します。

【基本方針（案）について】一部反対 3.3％
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・賛成
・今後必ず必要になると思うのでこれを基本に
　進めてほしい。
・基本的には賛成。色々な意見は出ると思われ、
　全部詰め込むのは大変だと思うが、子どもた
　ちのためにを中心にお願いしたい。
・同区内で複数校にならないようにするのは大事。
・小中一貫教育の研究など、中学入学時に増え
　る不登校の解消を 1 番に考えてほしい。

・理解できた人が多いと思うが、具体的な話に進んだ際、子どもたちのことよ
　りも過去の自分の思いに引きずられ、感情的な意見が多くなるのでは。
・不登校の理由を知ったうえで小中一貫が本当に不登校の解決になるのか考え
　る必要がある。
・学校はその地域の中心になっていることも検討の中心に入れてほしい。
・学校の規模よりも、自分の足で行き帰りできる範囲に小学校があることで、
　不登校の抑制にもつながる。

・各地域に保育園と小学校の併設施設とするのはどうか。

【今後の進め方について】
・早急に進めてください。
・慎重かつ迅速に進められたい。
・議論が後戻りすることのないよう、次の検討
　組織に前回の検討委員を残して進めてもらいたい。
・スケジュールを決め（素案を基に）進めてい
　ただきたい。
・早く具体案を出して、意見を交わし合ったほ
　うが問題点が分かりやすくなるのではないか。
・説明を丁寧に行っていく、議論を先へ進める。
・子育て世代の意見が必要。
・地域懇談会等に時間を掛け、市民との共有化
　を図っていただきたい。

【募集】学校教育審議会委員
学校改築・再編基本方針に基づき、学校教育審議会において次の段階の検討を行
うため、市民の皆様から委員を募集します。学校教育審議会とは、教育委員会の
諮問に応じ、学校教育に関する重要事項について調査審議し、その結果を教育委
員会に答申する機関です。
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▶人　　数　2 名程度
▶任　　期　平成 31 年 2 月（予定）から教育委員会への答申を終えるまで
　　　　　　※月 1 回程度平日夜の会議を予定
▶応募条件　市内に在住または通勤、通学する年齢 20 歳以上の人
　　　　　　※市税等に滞納の無い人に限ります。
▶応募方法　作文「学校改築・再編基本方針を踏まえた市内小中学校の今後のあり方について」（800 字程度）に
　　　　　　   住所、氏名、電話番号、生年月日、性別、家族構成（続柄・年齢）を記載し（別紙可）提出。
▶提  出  先　学校教育課　教育総務係
▶締　　切　平成 31 年 1 月 18 日㈮必着
▶選考方法　書類選考後、通過者に面接を実施　※就学前児童の保護者や女性の参画を考慮する。


